
資料１ 

平成 22 年度 市町議会と県議会との交流・連携会議 実施要綱（案） 

 
１．目 的 

市町議会のニーズが高い県議会と市町議会との交流・連携について、双方にメリット

のある取組としていくため、県内の複数圏域で試行的な取組を行い、その検証結果を反

映させながら、県内全域での具体的な取組につなげていく。 

 

２．日時・場所・参加市町 

日時 場所 市町議会 

９月２日（木）14～16 時 志摩市役所 志摩市、南伊勢町 

＜参考＞市町議会の意向調査結果（交流・連携会議の参加希望状況） 

候補日 参加希望市町議会 

９月 ２ 日(木) 志摩市、南伊勢町 

９月 16 日(木) 熊野市 

その他 東員町（9/27 以降） 

 

３．内 容 

司会進行（コーディネーター） 

廣瀬克哉氏（法政大学教授、三重県議会議会改革諮問会議委員） 

◇第一部 県議会からの提案事項 

「今後の地方自治制度の中における議会の位置づけについて」 

廣瀬氏から基調提案をいただいた後、意見交換を行う。 
◇第二部 市町議会からの提案事項 

※参加市町議会からの意向を把握し調整のうえ決定する。 

（例）志摩地域の広域的な課題について ２件程度 

 

４．参加議員 

○県議会－正副議長、議会改革推進会議正副会長、同幹事２名（日本共産党三重県議団、公明党） 

テーマに関係する常任委員会委員長等 計１０名程度 

○市町議会－志摩市議会６名程度、南伊勢町議会４名程度 

＜参考＞H17 国調人口・議員条例定数－志摩市 58,225 人・22 人、南伊勢町 16,687 人・18 人 

※地元選出県議会議員（計４名）は傍聴。 

 

５．その他 

交流会議は公開で行い、県民等の傍聴も可能とする。 
 


